
広島大学　学部・附属学校共同研究機構研究紀要

(第36号　2008. 3)

高等学校社会系教科における
導入学習に関する授業開発の研究(Ⅱ)

- 「世界史A」導入単元の場合-

森　　才三　　小原

鵜木　　毅　　大江

rllH "tHf:

友行　　池野　範男　　棚橋　健治

和彦　　土肥大次郎　　山名　敏弘

1.はじめに

「導入」とは,授業過程を構成する教授段階の一つ

で,その最初の段階のことをいう。一般に「導入」は,

これまでの学習からこれからの学習への橋渡し,ある

いは,これからの学習の準備,と位置づけられ,次の

ようなねらいがあるとされている。

A.これからの学習に対する興味・関心を深め,学

習意欲を高める。

B.これからの学習の理解を促すため,予備的な知

識を確認する。

また,授業過程をどの程度のスパンで捉えるかによっ

て, 「導入」には次の3つのレベルが考えられる。

① 「一時間の授業」の最初の段階

(彰「単元」の最初の段階

③ 「教科・科目」の最初の段階

本研究は,このような「導入」段階の授業のうち, ②

および③の授業プランを高等学校社会系教科において

開発し, 「導入学習」のさまざまな授業のあり方を提

起しようとするものである。

昨年度(第1年次)は,地理歴史科『地理B』にお

いて, ②の「導入学習」の授業を開発した1)　すな

わち, 「自然環境」の単元の「導入」として開発した

「日本の大地形」の授業が,それである。そこでは,

大地形の形成理論であるプレートテクニクスを日本列

島にあてはめて学習し,そこで習得された知識・理解

を,その後に展開される「世界の地形」の学習に援用

していこうというものである。したがって,主として

Bをねらいとした「導入学習」であるといえる。

これに対して,本年度(第2年次)は,地理歴史科

『世界史A』において, ③の「導入学習」,すなわち所

謂「授業開き」の授業の開発を試みたい。

2.世界史A 「導入単元」の授業開発の視点

一年の最初の授業- 「授業開き」の授業-は,一年

間の授業を決めるものとして重要である。一般に,

「授業開き」の授業では,担当教師の自己紹介に始ま

り,新しく学習する教科や科目の内容,そして学習の

進め方などが説明されるとともに,その教科目に対す

る関心や意欲を高めるためのいろいろな布石がなされ

る。 『世界史A』も同様であるが, 『世界史』の場合に

は,中学校ではほとんどやっていない未知の科目であ

るという事情を考慮しなければならない。かつて学習

指導要衝2)では,中学校の歴史的分野における世界史

の内容は日本史の7に対して3と,その内容比率が明

示されていた。しかし今では, 「我が国の歴史を理解

する際の背景として我が国の歴史と直接かかわる事柄

を取り扱うにとどめること」 (現行『中学校学習指導

要領』の「内容の取り扱い」)とされていることから

わかるように,世界史は自国史の背景としての外国史

として扱われており,生徒たちは世界史を体系的に学

習してはいない。さらに,筆者の勤務校では, 『世界

史A』は高校1年で実施しており,生徒たちにとって

『世界史A』は,高等学校において最初に出合う歴史

の科目であるという事情もある。つまり, 『世界史A』

は,筆者の勤務校の生徒たちにとっては,高等学校で

最初に出会う,ほとんど未知の歴史の科目であるわけ

である。こうしたことを考慮すると, 『世界史A』の

「導入単元」では, 「世界史とはどんなものなのか」そ

して「それをどのように学習していくのか」というこ

とを,はっきりと確認させる必要がある。つまり,こ
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れから学習していく世界史の構造とそれを学習してい

く手順の把握である。これは「導入単元」の2つのね

らいのうちのBにあたるが,これを本小論の授業開発

の視点のひとつとしたい。

さらにもうひとつ,発展的なねらいとして, 「歴史

とは何か」ということについて考えさせるメタ・ヒス

トリー学習3)も「導入単元」に取り入れたい。歴史学

の入門は「歴史とは何か」から始まるのが常道である

が,歴史教育においても「歴史とは何か」について考

えさせることは重要である。多くの場合,歴史の授業

は,それがどんな視点から構成されたものであるのか

明示することなく,あたかもそれが真実であるかのよ

うになされている。かくして生徒たちは,歴史の真実

性を当然と考えるようになる。そうした生徒たちに対

して,その発達段階を考慮しながら, 「歴史とは何か」

について考えさせることによって,歴史の解釈性や再

構成性に気づかせ, (歴史への真撃さ)4)に目を開か

せることは,意味あることである。このようなメタ・

ヒストリー学習-これを本小論の「導入単元」授業開

発のもうひとつの視点としたい。

3.世界史A 「導入単元」の内容構成の視点

前節において,世界史A 「導入単元」の授業開発の

視点として,次の2つを提示した。

(1)世界史の構造と学習の手順を把握させるo

(2) 「歴史とは何か」について考えさせる。

本節では,これら2つの視点を受けて,具体的にどの

ような内容を学習内容として設定して構成していくの

か,ということについて検討していきたい。

(1) 「世界史」の構造と世界史学習の手順の把握

生徒たちに世界史のイメージをつかませようとする

時,どのような世界史像を用意することができるだろ

うか。世界史を教える教師として,世界史像の構築と

いうと,上原専禄を想起しないわけにはいかない。か

って,上原は, 「現代日本の生々しい生活現実につい

て,その発生経過と歴史的特性を明らかにしようとす

る」世界史と, 「人類の悠久な歩みを展望しようとす

る」人類史とは別のものであることを指摘し, 「現代

への問題意識から出発して世界史像を形成する」こと,

すなわち「課題化的認識」を主張5)した。上原のこの

主張が結実したものが, 『世界史講座』 (東洋経済新報

社, 1955-56年)と『高校世界史』 (実教出版, 1956

午)である。 『世界史講座』の構成は,次のようにな

っている。

第一部　歴史的世界の形成

アジア世界 第1巻

インド世界

イスラム世界

ヨーロッパ世界

第二部　世界史の成立と展開

資本主義的ヨーロッパの制覇

帝国主義

ロシア革命・第二次世界大戦

第三部　現在の世界

平和への道

第四部　世界史の理論と教育

第2巻
第2巻

第3巻

第4巻
第5巻

第6巻

第7巻
第8巻

ここに,一世界史を「歴史的世界の形成」 「世界史の

成立と展開」 「現在の世界」の3つに時期区分してい

ること。 「歴史的世界の形成」と「世界史の成立と展

開」 ～ 「現在の世界」とでは,歴史把握のし方が違っ

ていること。 -を確認することができる。これらのこ

とについて,上原は, 『高校世界史』の「まえがき」

において,次のように説明している。

過去20-30世紀では東洋文明と西洋文明の歴史は独立して

平行的に展開していた。ついでヨーロッパで近代化が行われ
た時期にヨーロッパ諸民族を中心に東洋と西洋とが密接に交

渉を始め,ついで西洋が東洋を従属させながら,ヨーロッパ
を中心として世界の秩序が崩壊し,東洋諸民族が自己の主体

性と自主性とを確立しはじめたという段階に到達する。現代
日本の生活現実と諸問題とは,ことごとく世界史におけるこ
の基本的な動きに促されて生じた。

すなわち,近代以前においては,各地域が独自の発展

をしてきたことに注目し,並立する諸世界ごとに適時

的に,世界史を把握しようとしていることがわかるo

また,近代以後においては,地域をこえた統合に向か

うことに注目し,地球規模の世界として同時代的に,

世界史を理解しようとしている。そうした世界史の構

造は,今では決して珍しいものではなく,学習指導要

領で示されている世界史の内容構成を想起させる。つ

まり,形式に限ってではあるが,学習指導要領に示さ

れた世界史の内容構成の原型ともいうべきものを,こ

こに見ることができる6)。このような世界史の構造の

捉え方が歴史教育において登場するのは, 1970年度の

学習指導要領の改訂であり, 70年度版では,所謂「文

化圏」学習の本格的登場によって, 「前近代-文化圏

の並立,適時的な歴史把握」と「近代以降-地球規模

の世界,同時代的な歴史把握」という内容構成が提示

された7)。そして,時を同じくして,歴史学の側でも,

そうした前近代と近代の二区分法による『岩波講座

世界歴史』 (1969-1974)が1969年から刊行された。

以来, 1999年度の学習指導要領の改訂によって,前

近代に地域世界別の同時代的構成を採用した新しい世
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界史の構造が提示されるまで,学習指導要領はこうし

た世界史の捉え方を継承する。そうした99年版の登場

に対して,奇しくも,歴史学の側でも,時代区分を明

示しない新『岩波講座　世界歴史』が1997年から刊行

されていたことは注目される。

本小論では,現行(99年度版)の『高等学校学習指

導要領』地理歴史で示された『世界史A』と『世界史

B』の内容構成に基づいて世界史を構造化し,それに

よって生徒たちに世界史のイメージをつかませること

にする。これによって,世界史の学習手順も容易に生

徒たちにつかませることも可能となる。具体的には,

時間軸としては, 『世界史B』で提起された「地域世

界」の「形成」 - 「交流と再編」 - 「結合と変容」 -

「地球世界の形成」という時期区分を取り入れる。そ

れらは,それぞれ,ほぼ古代-中世-近世・近代-現

代にあたっている。また,空間的な枠組みとしては,

『世界史A』で示された前近代の空間的な枠組みであ

る「東アジア」・「南アジア」・「イスラーム」・「ヨーロ

ッパ」の諸地域世界と「ユーラシア交流圏」を取り入

れる。 『世界史B』は,前近代において,従前の適時

的構成を変更して,それぞれの時期の同時代史的構成

を採った8)ため,空間的な枠組みである「地域世界」

の括りはそれぞれの時期においてまちまちになる。そ

れをそのまま空間的な枠組みとすると,世界史の構造

はかえって複雑になり,生徒たちはイメージしにくく

なる。そこで,前近代の空間的な枠組みについては,

『世界史A』のそれを取り入れることにした。これら

を組み合わせて,世界史を構造化するが,それを図示

すると,下の図1のようになる9)0

‥.2
国際対立 と国際協調 科学技術の発達と現代文明 これからの世界 と日本

冷戦の終結 と地球社会の到来
地球世界の形成 I^ ^ ^ ^ ^ ^ M î ^ ^ ^ ^ ^ - ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ I ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ M î ^ ^ ^ ^ ^ ^ i^ ^ ^ M ^ ^ ^ ^ M

米 ソ 冷 戦 と 第 三 勢 力

二 つ の 大 戦 と 世 界 …20

↑ 帝国主義 と脚 変容 -

諸地域世界の
結合 と変容

U^ ^ ^ ^ ^ ^ M ^ ^ ^ ^ ^ H M H ^ ^ M ^ HM H BHB î ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ V ^ M ^ ^ H
ヨーロッパ.アメリカ.の変革 と国民形成 世界市場の形成とアジア諸国 …19

ヨーロッパの拡大 と大西洋世界 J
アジア諸地域世界の繁栄 と成熟 …16- 18管

諸芸 H - n y ;<m r ^ r rir 宝 三壬至〕 l杢聖 " 」 -13- 15

lポ l= 三警 「 ・・・5 ~ 9
禦 l」 .

〈世紀〉

「世界の歴史モデル図(A )J r世界の歴史モデル図(B )」

【図1 】 「世界史の構造」モデル図

(2)メタ・ヒストリー学習

筆者は,先述のように,メタ・ヒストリー学習につ

いて, 「歴史とは何か」について考えさせることによ

って,歴史の解釈性や再構成性に気づかせ, (歴史へ

の真撃さ)に目を開かせるようとするものである,と

捉えている。そうしたねらいを達成するため,中学校

社会科の学習を終えた高校1年生という段階に注目す

る。すなわち,生徒たちが受けた中学校社会科の歴史

的分野の学習は,おそらくヒストリー学習である。そ

こで,そうした学習のなかから,適当な歴史的な出来

事を具体的な事例として取り出して,メタ・ヒストリ

ー学習を構想するのである。具体的な事例として取り

上げたものは, 「フランシスコ・ザビェル」と「日本

の歴史の全体」であり, 「フランシスコ・ザビエル」

を事例として「歴史の解釈性」を, 「日本の歴史の全

体」を事例として「歴史の再構成性」に気づかせ,

(歴史への真撃さ)に目を開かせたい。

ザビェルは,現行『小学校学習指導要領』社会科に

おいて学習すべき人物としてあげられた42人のうちの

一人であり,誰もが「日本にキリスト教を伝えた聖人

である」と知っている。また,聖人ザビェルにとって,

2006年は生誕500年, 1999年は日本来航450年の記念す

べき年であり,それを記念したイベントがザビェル緑

の各地で企画されてきた。そうした"誰もが知ってお
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り"かつ"今日的な話題性のある"ザビエルを取り上

げて, 「歴史の解釈性」に気づかせたい。ザビエルが

生きた16世紀前半,イベリア半島では王権はカトリッ

クを国家統合の手段とし,異端審問所によるユダヤ教

徒らに対する宗教弾圧が行われていた。実は,ザビエ

ルもそうした異端審問に携わる宣教師であり,ポルト

ガル領ゴアに異端審問所を置いて宗教政策を強化する

ことを進言したのは,ザビエルであった10)っまり,

ザビエルには「日本にキリスト教を伝えた聖人」と

「情け容赦のない宗教恐怖政治の手先」という二面が

あるわけである。それこそ「歴史の解釈性」にほかな

らないのである。

一方,もう一つの事例は「日本の歴史の全体」であ

る。中学校社会科の歴史的分野では日本の歴史を中心

に学習し,生徒たちも中学校では「日本の歴史の全体」

を学習したものと思っている。しかし,それは本当に

「日本の歴史の全体」であろうか。実は,それは「日

本の歴史の全体」ではなく, 「本州～九州の歴史」に

すぎず,それを中心に, 「現在の日本」という枠組み

の形成を辿るように再構成されたものある。そうした

歴史では,それに組み込まれてきた北と南の人々の国

有の歴史は無視されることになる。 「日本-日本列島

社会」と捉えるならば,少なくとも,その歴史は「本

州～九州」 「北海道」 「沖縄」の3地域の歴史が並列し

たものとなる。そうした「日本-日本列島社会」の歴

史モデル11)を参照しながら,中学校社会科の歴史的

分野で学習したことをあらためて振り返らせ,北海道

について学習したことを確認させることを通して,

「歴史の再構成性」に気づかせたい。

4.世界史A 「導入単元」の授業試案

世界史Aの「導入単元」として開発した小単元「高

等学校『世界史』への扉」は, 「世界史とは何か?」

を解明する1時間目と「世界史とは何か?」を解明す

る2時間目12)とから構成されている。以下に,その

授業試案を,教授書の形式で提示する13)

導入単元「高等学校『世界史』への扉」授業試案

1.小単元　　高等学校「世界史」 -の扉

2.小単元の目標　世界史の構造をつかみ,世界史学習-の意欲を高めるとともに,歴史の解釈性・再構成性に気づく0

3.小単元の計画(2時間)と各時間の目標

1 時間目 世界史とは何か ? 世界史の構造を時間軸と空RF

2 時間目 歴史とは何か ? 歴史について考察 して歴史β

日的な枠組みから理解し,世界史学習-の意欲を高める。

)解釈性・再構成性に気づき,歴史に対する関心を高める。

4.小単元の学習内容とモデル図〔(1)・(2)は,小単元の1時間目・ 2時間目に対応している。〕
A.学習内容
(1)世界史は,ヨーロッパ・西アジア・南アジア・東アジアの4つの地域世界(空間)が一体化していく過程(時間の流れ)

として, 「諸地域の形成(古代)」 - 「諸地域の交流と再編(中世)」 - 「諸地域世界の結合と変容(近世・近代)」 - 「地
球世界の形成(現代)」というふうに構造的にとらえることができる。
a.中学校の歴史は,日本の歴史(自国史)が中心で,世界の歴史はその背景としての外国史として扱われてきたが・
世界の歴史を扱う世界史では,前近代はヨーロッパ・西アジア・南アジア・東アジアの4つの地域世界とユーラシ
ア交流圏を,近代は一体化の進展によって形成された地球世界を想定して学習する0

b.中学校の歴史では,日本の歴史を,古代一中世一近世一近代一現代の時期区分に,政権の所在地に基づく日本史
特有の時期区分をかみ合わせて学習を進めてきた。高等学校の世界史では・諸「地域世界」の「形成」 - 「交流・
再編」 - 「結合・変容」 - 「地球社会の形成」という流れで時期区分し学習を進めるo

(2) 「歴史」という言葉には, 「過去の出来事」と「過去の出来事の記録」という二つの意味があり,私たちが学習する
歴史は「過去の出来事」そのものではなく, 「過去の出来事の記録」をもとに再構成されたものである。
a.フランシスコ・ザビエルは「日本にキリスト教を伝えた偉人」というふうにとらえられているが,ザビエルには
残酷な宗教弾圧を提言した弾圧者という側面もある。それは,中学校の学習では見えない。

b.中学校では日本の歴史を学習したが,北海道(や沖縄)の歴史は本州～九州の歴史に関係あることのみが取り上げ
られ,実はそれは日本列島全体の歴史ではない。

C.歴史学習は, 「歴史の真実」を追究するのではなく,実体としての通説的な共通理解を学習するものであるo歴史
学習では,通説的な共通理解に対して, 「それは本当か,違う見方があるかもしれない」という「歴史-の真撃さ」
の構えが大切である。

B.モデル図
□　世界史モデル図(A)・(B)

前頁の【図1】 「世界史の構造」モデル図の「世界の歴史モデル図(A)」 「世界の歴史モデル図(B)」参照o
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□　日本史モデル図(A)・(B)・(C)

《北海道》　　　　《本州一九州》　　　　　　《沖縄》

主星 ▼ m ix 毒i▼=: (南島縄文時代)
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5.評価規準

1 時 間 目 2 時 間 目

興 味 .関 心 世界史 の構造 と世界 史学習の手順 をつ かみ, 世界 歴 史に対す る 「歴史へ の真 撃 さ」の構 えに気 づ き, 歴
史学習への関心 と意欲 が高まったか0 史 に対す る関心 が高 まったか0

技能 .表現 資 料 を読 み 取 り, 時 間軸 と空間 的な枠組 み に留 与 え られた教授 資料を裏づ け と して, 自分 の言葉で
意 して, 世 界史像 を図式化す るこ とができるか。 学習 内容 を表現す ることがで きるか0

思 考 .判 断 世 界史 の構 造 を時 間軸 と空 間的 な枠組 み か ら考 「歴 史 とは何 か」 につい て考察 し, 歴 史の解 釈性 .
え, イ メー ジ化す るこ とができるか0 再構成性に気づ くことがで きるか0

知 識 .理 解 「4 . 小単元 の学習 内容」 の 1 を理解 した か0 「4 . 小単元の学習内容 」の 2 を理解 したか。

6.小単元の展開
【1時間目】

発 問 教 授 .学 習 活 動 資料 生 徒 か ら引 き出 した い知 識

導
. 中学校では , 世 界 の歴 史 を学習 しただろ

うかつ

. 高等学 校で学習 す る 「世界史」 とは何 だ
ろ うか つ

T : 発 問 す る 0

P : 答 え る 0 . 少 しではあ るが学習 した0
入 T : 説 明 す る0

T : 発 間す る0

P : 答 え る 0

. 中学校 では , 世界 の歴史 は 日本史 の背 景 と して の外 国史

と して学習 したが , 体系 的には学習 していなし㌔

. 世界 中の国々の歴 史 をあっ めた もの 0 世界 中の人 々 , つ

. 本 当にそ うだ ろ うか コ

○ 「世界史」 とは どんな こ とを , どの よ う
に学習す るのだ ろ うカ㌔ 世界 の歴 史は ど

の よ うに体 系づ け ることができるのだ ろ
う机

.世界 史のイ メー ジをモデル図 にす る とど

T : 発 問 し , 考

え させ る 0

P : 考 え る 0
T : 本 時 の 学 習
課 題 を提 示 0

P = 確 認 す る 0

T : 学 習 の 手 順

ま り人類 の歴 史の こと0 …0

. … , よくわか らなし㌔
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うなるだろうかつモデル図をつくってみ を示す0

よう。 P ‥確認する。

展
開

1

○中学校で学習した 「日本の歴史」をモデ T : 学習課題を

ル図にしてみよう0 提示する0

P :確認す る。
T : 発問する0. 「日本の歴史」を学習した時, どんな時

期区分で学習したかつ P :答える0

.そうした時期区分だけだろうかつ

.そうした時期区分を縦軸に, 日本という

T : 説明する0

P :確認する0

T : 指示 し, モ
地域を横軸にして, 「日本の歴史」をモ デル図をつく

デル図にすると, どうなるだろうか。

○同じように, 「世界の歴史」をモデル図

らせる0

P : モデル図を

つ くる0

T : 学習課題 を
にすると, どうなるだろうれ 提示する0

P : 確認する0

T :発問する0.世界史では, どんな時期区分をするのだ

ろうカ㌔ P : 答える0

.本当に, そういう時期区分だろうかO 資 T : 資料 を提示

料の大項目のタイ トルから読み取ってみ し,発問す る0

よう0

.そうした時期区分を縦軸に, 世界を横軸

P :答える0

T ‥説明する0

P :確認する0
T : 指示 し, モ

にして, 「世界の歴史」をモデル図にす デル図をつく

ると, どうなるだろうか。 らせる0

P : モデル図を

つ くる0

T :説明す る0

展
開

○それぞれの区分のなかでは, どのように T : 学習課題を

歴史は展開しているのか, モデル図に表 提示する0

してみよう。 P :確認する。

2 . 古代, 中世にあたる 「形成」「交流と再 T : 資料提示 し

編」の時代では, どんな地域世界が想定 発問する0

されているカ㌔

.そうした4 地域世界とそれらの交流圏を

P :答える0

T : 資料提示 し
説明する0

P :確認する0

T : 指示 し, モ
前近代の世界史の構造としてモデル図に デル図をつ く

してみよう0

.近世 .近代と現代にあたる「結合と変容」

らせる0

P : モデル図を

つ くる0

T : 資料を提示
「地球世界の形成」の時代の歴史の展開 モデル図をつ

は, どのようにモデル図に表すことがで くらせ る0
きるだろうか0 各大項目内の中項目に留 P : モデル図を

意して, モデル図をつくってみよう。 つくる0

終
鰭

○今から学習する世界史を, モデ′レ図にす T : モデル図を

るとどうなるだろうかつ 提示 し, 確認

する0

P :確認する0

①

.縄文, 弥生, 古墳, 飛鳥 奈良, 鎌倉, 室町, …0

.そうした時期区分は, 主と.して政権の所在地による日本
史特有の時期区分であるが, そうした時期区分に, 「古
代, 中世, 近也 近代, 現代」という時期区分を組み合

わせて使ったc

日本史げ ル図(A ) ー

「古代, 中世, 近世, 近代, 現代」という時期区分では
ないか, …0

諸地域世界の 「形成」「交流と再編」「結合と変容」と「地
球世界の形成」という時期区分がされている。
そうした流れは, ほぼ古代, 中世, 近世 .近代, 現代に
あたる0

脚 史蹄 咽 (A )

こうした位界史像は, 並立するいくつかの地域世界が地
球規模に一体化していく過程が世界の歴史である, とい
う世界史認識に基づくものである0

(p

②

①

.それぞれの時期で, いろいろな地域世界が想定され, 固
定的に捉えられていない0

.前近代では, 地域世界は各時代で柔軟に想定されている
が, 基本的には, 東アジア.西アジア.南アジア.ヨー
ロツパの4地域世界と, それらが交流するユーラシア交
流圏を想定することができる。

世界史モカレ図(B ) - 「形成」「交流と再編」 -

世界史モカ咽 (B ト 「船 と変容」「地球世界J I

ー 世界史モカ レ図(B ) ー
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・世界史は,どんな時期区分で学習するの
カ㌔

・ 「形成」 「交流と再編」の時代は,どのよ
うに学習するのだろうか。

・ 「結合と変容」 「地球世界の形成」の時代
は,どのように学習するのだろうか。

T:発間する。
p:答える。

T:説明する
p:確認する

T:説明する
p:確認する

地域世界の「形成(古代)」 「交流と再編(中世)」 「結合と
変容(近世・近代)」と「地球世界の形成(現代)」という
時期区分。
東アジア・西アジア・南アジア・ヨーロッパの4地域世
界と,それらが交流するユーラシア交流圏を基本として
想定し,同時代的な把握にも留意しながら,適時的に学
習を進める。
地球規模の世界史として,歴史を同時代的に把握できる
ように学習を進める。

【2時間目】

導

入

. 「歴 史 」 とい う言 葉 に は , どん な 意
味 が あ る だ ろ うか0

. それ だけだ ろ うか つ

. 解 釈 , 再 構 成 され た もの とは , 具 体
的 に ど うい うこ とだ ろ うか0

○ 「歴 史 の 解 釈 性 . 再 構 成 性 」 につ い

て , どん な 視 点 か, 具 体 的 な 事 例 を
通 して 考 え て い こ う。

T : 発 問す る0

P : 答 え る 0
T : 発 問す る0

P ‥答 え る0

T : 説 明す る。

. 昔の 出来事 つ

. 「歴 史 」 に は, ① 「過 去 の 出来 事 」以 外 に , ② 「そ
の記 録 」 とい う意 味 が あ る0

. 私 た ち が学 習 す る歴 史 は ① で は な く, ② を も とに
P : 確 認 す る0

T : 発 間す るO

P ‥考 え る0
T = 説 明 す る0

T : 学 習 課 題 を
提 示 す る0

P ‥確 認 す る0

解 釈 した り再 構 成 した り した も の で あ る。

0
. あ るひ とつ の 特 定 の視 点 か らつ く り出 され た もの

と い うこ とで あ る0

展

《1 . 歴 史 の 解釈 性 》

○今 か ら50 0 年 前 ( 15 06 年 ) の 4 月 7 T ‥発 問 す る0

①

②

. フ ラ ン シ ス コ= ザ ビエ ル 0開 日 , ス ペ イ ンの あ る城 で , あ る人 物 P : 答 え る 0
1 が 生 まれ た0 それ は 誰 だ ろ うか 0

. ザ ビエ ル に つ い て 知 っ て い る こ とを
あ げな さい 0

. そ う した 経 歴 の ザ ビエ ル は , 一般 に
ど の よ うな 人 物 と して解 釈 され て い

T : 説 明す る。

T : 発 間す る0

P : 答 え る 0

. 昨年 は ザ ビエ ル 生 誕 5 0 0周 年 で , 世 界 各 地 で 記 念

の 行 事 が 催 され た 0

. 日本 に キ リス ト教 を伝 え た イ エ ズ ス 会 の 宣 教 師 0
T ‥資 料 を提 示 15 2 5年 19 歳 で パ リ大 学 に入 学 0 イ グナ チ オ . デ .
説 明す る。 ロ ヨ ラ に 出 会 い 強 い影 響 を受 け る 15 3 4 年 イ グナ

P ‥確 認 す る0

T ‥発 関 す る0

P : 答 え る 0

チ オ ら と同 志 の 誓 い を 立 て る (後 の イ エ ズ ス 会 と
な る )0 世 界 宣 教 をテ ー マ に して い た イ エ ズ ス 会

は , ポル トガ ル 王 ジ ョア ン 3 世 の 依 頼 で , ポ ル ト
ガル 領 イ ン ド西 海 岸 の ゴ ア に 派 遣 され る こ と にな

る。 15 4 1 年 ゴア に到 着 した 。 ゴア を拠 点 に イ ン ド
各 地 や マ ラ ッカ な ど で 宣 教 活 動 15 47 年 マ ラ ッカ

で 日本 人 ア ン ジ ロ ウ と出 会 い , 日本 宣 教 を 決 意 0
154 9 年 日本 を め ざ し ゴア を 出発 。 2 年 間 日本 で 布
教 活 動0 さ らに 15 5 2年 中 国 布 教 を め ざ した が , 入
国 で き な い ま ま , 病 を得 て 15 5 2年 上川 島で 死 去 し

た 0

. 日本 にキ リス ト教 を伝 え た偉 人 で あ る0
るだ ろ うか0

◎ そ れ は , 本 当 だ ろ うか0

T : 資 料 を 提 示 . ゴヤ とい う画 家 が , ザ ビエ ル を資 料 ① の よ うに気
説 明す る0 高 く描 い て い る よ うに , 聖 人 と して人 々 か ら尊 崇

P ‥確 認 す る0

T ‥発 問 し, 考
させ る0

P = 考 え る0

され て い る0

. (そ れ は そ うだ ろ う0 )

. 宗 教 裁 判 所 の仕 事 を して い た 0

○ ザ ビエ ル は , 来 日前 , ポ ル トガ ル で

ど うい う活 動 を行 な っ て い た の だ ろ

うかO

T : 資 料 を提 示
発 問 す る0

P ‥答 え る0

③

③

. 宗 教 裁 判 所 とは 何 か 。

. な ぜ , そ う した機 関 が 置 かれ た の だ

T : 説 明 す る0 . 異 教 徒 や 異 端 者 を取 締 る 異 端 審 問所 の こ とで , ポ
P : 確 認 す るO

T : 資 料 を提 示

ル トガル で は , 14 9 7年 に ユ ダ ヤ 教 徒 追 放 令 が 出 さ

れ , 15 36 年 に 設 置 され て い た 0 異 端 審 問 は 密 告 に
よ っ て進 め られ 「火 乗 りか , 財 産 没 収 か 」 の選 択

しか な か った 0

. ポ ル トガル や スペ イ ンで は , 宗 教 を利 用 した 国 家
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ろ うか0 説明する。

P :確認する0
T : 資料を提示○イン ドではどうい う活動を行なって

いたか0 発問する。

P : 答える0

T ‥資料を提示
説明す る0

P ‥確認する0

. これ らのことか ら, ザ ビエルについ T : 発間する0

て, どうい うことがいえるか0 P :答える0

T : 資料 を提示
説明する0

P :確認する0

○ゴヤは, その後, どんな絵を残 して T : 資料を提示

いるだろうか0

. それ らの絵は, 何を訴えているのだ

発問する0

P : 答える0

T ‥発間する0
ろうか。

○ゴヤの絵は, なぜ変わったのだろう

P : 答える0

T : 説明する0

P :.確認する0
T ‥発問する0

か0 P :答える0

展
開

2

《2 . 歴史の再構成性》
T : モデル図を.中学校で学習 した日本の歴史をモデ

ル図にす ると, どうなったか0

◎モデル図 (A )は, 本当に, 日本の歴

提示 し, 確認
させる0

P : 確認する0
T :学習課題 を

史を示 したものだろうか0 提起する。

P ‥確認する0

○例えば, 中学での歴史学習では, 北 T :発間する0

海道についてどんなことを学習した P : 答える0

か0

. これ らの内容を, モデル図 (A ) に位

T : 資料を提示

し,まとめる0

P ‥確認す る0
T : 指示するC

置づけてみよう0 P :確認する0

. いつ頃の, どんな内容か, T ‥発問する0

P :答 える0

T :発問す る0. なぜ他の時代の内容がないのだろう

か0 P : 答える0

T :説明す るO
P : 確認する0

○モデル図 (A )は , 日本の歴史を示す T :発問する0

ものといえるだろうか0

. 「本州～九州」の歴史で北海道の内

P : 答える0

T : 発問する0
容 を扱 うと, その内容はどんなもの P :答 える0

T : 構造図を提

になるだろうか0
. 日本の歴史を示すものを, あらため

て作ってみよう0 示 , 説明0

P :確認する0

T ‥発間する0. モデル図 (B )は, 本当に日本の歴史

の統合がはかられ,それをすすめる国家機関とし
て異端審問所が設置された。

布教活動を行なっていたが,うまくいかない布教
活動に対して,国王に異端審問所の設置を提言し
ている。
その後,ゴアにも異端審問所が設置され,改宗ユ
ダヤ人に対する厳しい摘発が行なわれ,資料⑤の
ような火炎りが行なわれたo

ザビエルは,宗教恐怖政治に手を貸す情け容赦の
ない弾圧者であった。

ゴアの博物館館長は,ザビエルの非人間的な提言
を指摘し,その調査研究の必要性を説いている。

・ゴヤはその後,聖人の気高さを描いた絵とは全く
異なる雰囲気の絵(A 「告げ口屋」, B 「先祖が
ユダヤ人である答により」)を措いている。

・ (わからない。)
・キリスト教の権力によって抑圧された人々の悲痛
な叫びと抑圧者の告発をテーマにしたもの。

・ザビエル(キリスト教)の別の一面に気づいたの
ではないか。

日本の歴史モデル図(A)

・松前藩による支配,シャクシャインの戦い,士族
のよる北海道開拓・-など。

・江戸時代,明治時代。日本(本州～九州)と関係が
あること。

・まだ日本(本州～九州)とほとんど関係なく,日本
の支配下に入ってなかったから。

・江戸時代より以前,北海道は日本(本州～九州)と
は別の歴史を歩んできた。

I l1-Ill--I--lllI　--I---I-I--------------I-----1111--1--I-I-1L

・モデル図(A)は, 「本州～九州」の歴史であり,
それとは別の歴史を歩んできた北海道を無視して
いる。日本の歴史という言い方は正確ではない。

・いかに北海道が「本州～九州」に包摂されていっ
たか,という内容になる

日本の歴史モデル図(B)
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を示すものといえるだろうか0

. 日本の歴史を示す ものを, さらにあ
らためて作ってみよう0

P :答えるe

T : 資料 を提示
し,説明する0

P :確認する0

⑪

. モデル図 (B ) は, 沖縄 を除外 してお り, 日本の歴

史を示 したものとはいえない0

巨 本列島の歴史げ ル図 (C ) ー

○中学校では 日本の歴史について, ま

とめてみ よう。

. それは, 日本の歴史 といえるだろう
か0

T : 指示する0

P :確認する0
T :発問する0

P : 答える。

T ‥説明する0

. 日本の歴史について学習 したつもりであったが,

それは日本の歴史ではなく, 「本州～九州」中心

の歴史だった0

. 普通, 「日本 の歴史 = 日本列島の歴史」 とい うふ
P : 確認する0 うに考えるが , 中学校で学習 した歴史は 日本列島

の歴史ではなく, 「本州～九州」中心に 「現在の
日本」 とい う枠組みが どのように形成 されたかと

い う内容で, それに組み込まれてきた人々の固有
の歴史が見えにくくなる0

終
鰭

○ 〈ザビエル〉 と 〈中学校で学習 した
歴史〉の事例から, それらの解釈 と

再構成の視点を確認 してみよう0

. 「ザビエル = 偉人」と解釈す る視点 T : 説明する0 . ザ ビエルを被害者と見る視点である0 その視点は,
は, どうい う視点だろうか0 P :確認す る0

T : 説明する0

加害の視点を消し去ることになる0
. 本州～九州の歴史を, あたかも日本 . 日本は古代から現代まで一貫 して 「単一民族」に
の歴史であるかのように再構成する よる 「単一国家」であった と.いう視点である0 そ
視点は, どういう視点だろうか0

○これまでの 〈ザビエル〉の理解や 〈中

P ‥確認する0

T :説明する0

の視点は, アイヌの人々独 自の社会の存在や琉球

王国の成立 .発展を見えにくくする0

. 実体 としての通説的な共通理解を学ぶことは無意
学校で学習した歴史〉には, 意味は P : 確認する0

T :説明する0

味ではないが, それを歴史の真実とみなすことは,
ないのだろうか0 無意味であるのみならず , 有害である0

○歴史を学習するとき, 大事なことは .大事なことは, 異なる視点か らの歴史が存在する
何だろうか0 P : 確認する0 かもしれない と想像すること, つまり 「歴史への

真撃さ」である0

7.教授資料およびその出典
《1時間目》
①【高等学校世界史の学習内容①】-文部省『高等学校学習指導要領』大蔵省印刷局,平成11年pp.28-30.

②【高等学校世界史の学習内容②】-・前掲①pp.24-25.

《2時間目》

①【ザビエル年表】-・授業者作成
②【絵画「聖フランシスコ・ザビエルの死」】-小岸昭『隠れユダヤ教徒と隠れキリシタン』人文書院,2002年p.71より。
…fE誓芸蔓董痘警pp.67-68J;

p.77J;>9

p.82,p.84,り蓋fl三三崖崖曇整盃蓋覧葱p竃者作成

⑩【日本列島の歴史モデル図(C)】-・新城俊昭『高等学校琉球・沖縄史』東洋企画1997年p.6より授業者作成

5.おわりに

本研究の2年次は,地理歴史科『世界史A』におい

て, 「教科・科目」全体-の導入としての「導入学習」

の授業開発に取り組んだ。そして, 『世界史A』は,

中学校で世界の歴史をほとんど学習していない生徒に

とって,未知の科目であるということ,高校で初めて

出会う歴史の科目であるということ,の2点をふまえ,

「世界史とは何か?」, 「歴史とは何か?」をそれぞれ

解明する「導入単元」の授業を開発し,その授業試案

を教授書の形式で提示した。

前者の「世界史とは何か?」の授業は,これからの

世界史学習をスムーズに進めるための準備であり,請

わば「導入学習」の定番である。一方,後者の「歴史

とは何か?」の授業は,中学校で一通りの日本の歴史

を学習した高等学校1年生の生徒たちを対象にすると

いうことから構想した発展的なメタ・ヒストリー学習

である。

「定番」と「発展的な学習」,いずれの「導入学習」授

業も,現前の生徒たちを想像し,その教科目の一年間

の授業を展望して,構想したものであるが,他の視点

から構想することはできないのか。例えば, 1951年(昭

和26年)版の学習指導要領(「中学校・高等学校学習

指導要領　社会科編Ⅲ」)では,十の「世界史への導

入」の学習活動が例示されている14)。そうしたことも

参考にして,さらに『世界史』という科目全体への導

入としての「導入学習」のあり方を検討していきたい。
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[註]

1)和田文雄・小原友行・池野範男・棚橋健治ほか

「高等学校社会系教科における導入学習に関する授

業開発研究(I) -地理B 「日本の大地形」学習指

導案-」広島大学学部・附属共同研究機構, 『広島

大学学部・附属学校共同研究紀要』第35号, 2007年,

pp.443-4470

2 )中学校社会科は1955年度改訂の中学校学習指導要

領によって3分野に分けられたが,そこでは,歴史

的分野の「日本史と世界史の内容の比率の目安は,

およそ7 : 3くらいを適当と考える」としている。

以来, 7 : 3の比率が学習指導要領で明示されてき

たが, 69年度改訂でその指示は消え, 78年度改訂で

は世界史の内容は大項EIからも姿を消した.

3)メタ・ヒストリー学習については, 「歴史家等に

よって,歴史が作られる状況を知り,その歴史が,

どのように学校において,子供達に教授されるかと

いう過程や段階すらも理解させようとする学習」と

いう捉え方(生島博「対抗イデオロギー教育として

の歴史教育- 「メタ・ヒストリー学習」の開発-」

鳴門社会科教育学会『社会認識教育学研究』第18号,

2003年)がある。本小論では, 「歴史とは何かにつ

y、て考えさせることによって,歴史の解釈性や再構

成性に気づかせ, (歴史への真撃さ)に目を開かせ

ようとする学習」というふうに捉えることにする。

4)筆者は, (歴史への其撃さ)について, 「歴史に対

する構えであり,異なる視点からの歴史に対する想

像力を保証するものである」というふうに捉えてい

るが,詳細については,拙稿「「多元主義」歴史授

業の可能性一地域から歴史を考える-」 (全国社会

科教育学会『社会科研究』第58号,平成15年3月,

pp. 21-30)を参照されたい0

5)上原専禄の「世界史理論」については,有田嘉伸

「上原専禄の世界史理論」 (社会認識教育学会『社会

科教育の理論』,ぎょうせい, 1989年　pp.69-81)

に詳しい。

6) 『世界史講座』や『高校鹿界史』の世界史像は,

世界史の「課題化的認識」という上原の考えから発

している。学習指導要領もこうした立場をとってい

るのか,ということについては,さらに詳細な検討

が必要である。そういう意味で, 「形式に限って」

とした。

7) 「文化圏」が登場するのは, 1960年の改訂である

が,それは「指導計画の作成および指導上の留意事

項」において, 「-・などの文化圏別に,ある程度の

大きなまとまりをもたせて学習することも考えられ

る。」と述べられているにすぎない。

8) 『世界史B』は,近現代史に充てる時間を確保す

るため,従前の前近代を変更したとされている。す

なわち,各「文化圏」ごとの通史的学習から,各時

代に特徴的な「地域世界」を中心にした同時代的学

習への変更である。同時代的学習は, 「文化圏」学

習に名を借りた各国通史単習よる学習内容の増加に

対処しよとするものであるが,かえって同じ歴史事

象が説明もなく各所で出てくるという混乱も起こす

ことになった。

9) 【図1】のモデル図の作成に際しては,原田智仁

「世界史教育の改善③世界史Bの内容の改善(∴)」

(文部科学省教育課程編『中等教育資料』平成12年

1月号,大日本図書)を参考にした。

10)小岸昭『隠れユダヤ教徒と隠れキリシタン』人文

書院, 2002年　pp.55-87。

ll) 「日本-日本列島社会」歴史モデル図の作成に際

しては,新城俊昭『高等学校　琉球・沖縄』 (1997

年)を参考にした。

12)癖2時間目の授業は,広島大学附属福山中・高等

学校の高校1年生を対象に実践し,広島大学教育学

部の『教育実習B』として,同学部の教職(社会

科・地歴科)志望の3年生に観察させた。

13)小単元の学習内容およびモデル図については,以

下の文献を参考にした。
o r高等学校学習指導要額解説　地理歴史編j実教出版,平

成11年
○ 『中学校社会科学習指導要領(平成10年)解説-社会福一』

大阪書籍,平成11年

○原田智仁「世界史教育の改善③世界史Bの内容の改善
(-)」 (文部科学省教育課程編『中等教育資料J平成12年

1月号,大日本図書)
○潰下武志・辛島昇編r地域の世界史地域史とは何かj山

川出版, 1997年

○上原専禄編F日本国民の世界史j岩波書店, 1960年

○小岸昭『隠れユダヤ教徒と隠れキリシタン』人文書院,
2002年

○小岸昭『NHKブックス854十字架とダビデの星』日本放

送出版協会, 1999年

○田端宏・桑原真人・船津功・関口明r県史1北海道の歴
史』山川出版, 2000年

○網野善彦『日本論の視座-列島の社会と国家-』小学館,
1993年

○網野善彦『日本の歴史1- 「日本」とは何か-j講談社,
2000年

14)上田薫編集代表『社会科教育史資料2』東京法令

出版,昭和49年　pp.429-30。

[付記]本研究の第2年次は森才三が担当し,本稿を

執筆した。
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